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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第34期

前第２四半期
連結累計期間

第35期
当第２四半期
連結累計期間

第34期
前第２四半期
連結会計期間

第35期
当第２四半期
連結会計期間

第34期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 5,195,6185,153,9982,522,3552,571,15610,884,359

経常利益又は経常損失（△） (千円) △46,845△71,358△86,832△39,731228,650

四半期純損失（△）
又は当期純利益

(千円) △50,328△96,687△66,267△61,005 93,915

純資産額 (千円) ― ― 3,176,2073,088,7913,260,928

総資産額 (千円) ― ― 10,363,68510,647,26310,850,888

１株当たり純資産額 (円) ― ― 285.60 277.85 293.30

１株当たり四半期純損失（△）
又は１株当たり当期純利益

(円) △4.53 △8.70 △5.96 △5.49 8.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 30.65 29.01 30.05

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △69,658△183,487 ― ― 412,019

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △148,656△113,813 ― ― △524,992

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 425,548△2,366 ― ― 605,016

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) ― ― 1,204,6861,189,8291,489,496

従業員数 (名) ― ― 876 875 860

(注) １.   当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載して

おりません。

２.   売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.   第34期第２四半期連結累計期間、第35期第２四半期連結累計期間、第34期第２四半期連結会計期間及び第35

期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第34期の潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４.   第34期第２四半期連結累計期間、第34期第２四半期連結会計期間は、四半期純損失を計上しておりますが、

これは９月のシルバーウィーク等による営業日数の減少が売上高に影響したことなどによるものでありま

す。また、第34期第２四半期連結会計期間、第35期第２四半期連結会計期間は四半期純損失を計上しておりま

すが、これは夏季休暇に伴う受注の減少や夏の暑さに伴う食欲減退などの要因により、例年第２四半期連結会

計期間はそれ以外の四半期連結会計期間に比べ売上高が低調で推移し、四半期純損失を計上する傾向があり、

同様の影響を受けているためであります。第35期第２四半期連結累計期間は、四半期純損失を計上しておりま

すが、これは上記の理由に加え、食材価格の高騰により、当社仕入価格が影響を受けたことによるものであり

ます。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 875(106)

(注) １.   従業員数は就業人員であります。

２.   従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）で

あります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 864(105)

(注) １.   従業員数は就業人員であります。

２.   従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間換算）であり

ます。

　

　

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

 3/26



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは食品事業の単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況をセグメント情報に関

連付けて記載することに代えて、商品別に記載しております。

(1) 仕入実績

当社グループは生産活動を行っておりませんので、生産実績に代えて、仕入実績を記載しております。

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

商品別 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

メニュー商品 1,140,088 100.9

特売商品 56,037 149.5

合計 1,196,126 102.4

(注) １.  金額は、仕入価格によっております。
２.  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 販売実績

　　　当第２四半期連結会計期間における販売実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

商品別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

メニュ－商品 　 　

　レギュラーメニュー 2,352,841 101.3

　ヘルシーメニュー 123,797 92.2

小計 2,476,638 100.8

特売商品 90,813 147.0

業務用商品 3,703 92.5

合計 2,571,156 101.9

(注) １.  業務用商品の内容はメニュー商品と同様であり、上記の(1)仕入実績においてはメニュー商品に含めており

ます。

２.  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ショクブン(E03213)

四半期報告書

 4/26



　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

当社グループでは、お客様の健康を第一に考え、安全で安心のできる美味しい食材をご家庭へお届けす

ることを経営の基本にして、販売促進活動に取り組んでおります。

今日のわが国経済は、景気に緩やかな回復基調が見られるようになりましたが、一方で急速な円高の進

行、企業業績の下振れ懸念、株式市場の低迷等の先行きに対する不透明感が個人の消費意欲にも影を落と

しており、いまだ個人消費の本格的な回復には至っておりません。当社グループが取り扱う「食品」にお

きましても、消費者の生活防衛意識による低価格志向が一層強まるなど、価格競争は業態の枠を超えて激

化し、当社グループを取巻く環境も厳しい状況で推移いたしました。また、当第２四半期連結会計期間は、

夏季休暇に伴う受注の減少や夏の暑さに伴う食欲減退等の要因もあり、売上高は影響を受けました。

このような状況下で、当社グループは営業体制の見直しを行うとともに、メニュー冊子を改訂し、これ

まで以上に商品構成を充実させ、かつ、見やすい紙面に刷新しました。また、それに伴い週末メニューに新

たなコーナーを設け、一週間を通じて安定的な売上を確保するための具体的な方策を講じました。

他方、当第２四半期連結会計期間においては、今夏の猛暑、豪雨等の天候不順による生鮮野菜等の仕入

価格高騰にも直面しましたが、生産体制の見直しなど生産性の向上に努めた結果、製造経費は前年同期に

比べ3.0％の削減を達成しました。その結果、売上原価率は59.0％と前年同期に比べ0.2ポイント減少しま

した。

また、販売費及び一般管理費については、本年６月に滋賀支社が新設されたこともあり、費用の増大が

予想されましたが、経費削減の効果もあり、前年同期に比べ1.6％減少しました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高は25億71百万円（前年同四半期比

101.9％）、経常損失は39百万円（前年同四半期は86百万円の経常損失）になりました。また、四半期純損

失は61百万円（前年同四半期は66百万円の四半期純損失）になりました。

　

(2)　財政状態の分析

資産の部では、前連結会計年度末に比べ有形固定資産が74百万円増加しましたが、現金及び預金が２億

99百万円減少したこと等により、資産合計は前連結会計年度末に比べ２億３百万円減少の106億47百万円

になりました。

負債の部では、前連結会計年度末に比べ短期借入金が１億70百万円増加しましたが、社債（１年内償還

予定の社債を含む。）が92百万円、支払手形及び買掛金が59百万円、賞与引当金が40百万円減少したこと

等により、負債合計は前連結会計年度末に比べ31百万円減少の75億58百万円になりました。

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が１億52百万円減少したこと等により、純資産合

計は前連結会計年度末に比べ１億72百万円減少の30億88百万円になりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計

期間末に比べ１億17百万円増加（前年同四半期は３億８百万円の増加）し、11億89百万円になりました。
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各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果増加した資金は11百万円（前年同四半期は45百

万円の減少）になりました。これは、主に税金等調整前四半期純損失41百万円の計上はありましたが、

減価償却費の計上額55百万円、賞与引当金の増加額36百万円等により、資金が増加したことによるもの

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は69百万円（前年同四半期は１億

39百万円の使用）になりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出65百万円等により、資金

が減少したことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果増加した資金は１億74百万円（前年同四半期は

４億92百万円の増加）になりました。これは、主に長期借入金の返済による支出５億５百万円、社債の

償還による支出75百万円等がありましたが、長期借入による収入７億35百万円等により資金が増加し

たことによるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の総額は、６百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について重要な変更はありません。また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重

要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,856,66911,856,669

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 11,856,66911,856,669― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ― 11,856,669 ― 1,148,010 ― 611,806
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社バロー 岐阜県恵那市大井町180-1 1,848 15.58

川瀬公 名古屋市千種区 1,339 11.29

ショクブン取引先持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 1,096 9.24

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目2-1 396 3.34

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7-1 256 2.16

株式会社横浜銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

横浜市西区みなとみらい三丁目1-1
（東京都中央区晴海一丁目8-12）

198 1.67

三菱UFJ信託銀行株式会社
（常任代理人　日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目4-5
（東京都港区浜松町二丁目11-3）

158 1.33

ショクブン社員持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 142 1.19

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町一丁目13-1
（東京都中央区晴海一丁目8-12）

117 0.99

朝日火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田美土代町７ 113 0.95

計 ― 5,666 47.79

(注)  上記の表中には含まれておりませんが、当社は自己株式を739千株所有しております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 739,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,617,000 10,617 ―

単元未満株式 普通株式 500,669 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,856,669― ―

総株主の議決権 ― 10,617 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ショクブン

名古屋市守山区向台
三丁目1807番地

739,000 ― 739,000 6.23

計 ― 739,000 ― 739,000 6.23

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 615 606 609 603 620 599

最低(円) 588 569 584 585 590 574

(注)  東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役
第１営業本部長

三重支社長兼大阪支社長
仲尾　孝司 平成22年７月30日

常務取締役 ― 小林　　隆 平成22年７月30日

取締役 岐阜支社長 渡邊　万三男 平成22年７月30日

　

(2) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役社長
（代表取締役）

取締役会長兼社長
（代表取締役）

川瀬　　公 平成22年７月30日

常務取締役
（仕入製造本部長

フレッシュセンター長）

常務取締役
（仕入製造本部長）

熊谷　勝利 平成22年７月６日

常務取締役
（営業本部長愛知支社長）

常務取締役
（第２営業本部長愛知支長）

三輪　要次 平成22年７月30日

常務取締役
（　　　―　　　）

常務取締役
（商品本部長

フレッシュセンター長）
小林　　隆 平成22年７月６日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,566,537 1,865,602

受取手形及び売掛金 18,989 21,929

原材料及び貯蔵品 111,814 98,447

繰延税金資産 117,484 87,208

その他 84,366 32,192

貸倒引当金 △122 △122

流動資産合計 1,899,069 2,105,258

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,658,223

※１
 1,606,035

土地 5,797,945 5,797,945

その他（純額） ※１
 272,349

※１
 250,530

有形固定資産合計 7,728,518 7,654,511

無形固定資産 58,930 57,624

投資その他の資産

投資有価証券 262,518 301,506

繰延税金資産 36,884 54,901

その他 692,416 708,160

貸倒引当金 △31,075 △31,075

投資その他の資産合計 960,744 1,033,493

固定資産合計 8,748,193 8,745,629

資産合計 10,647,263 10,850,888

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 374,693 433,915

短期借入金 1,495,000 1,325,000

1年内返済予定の長期借入金 1,037,515 1,202,655

未払法人税等 25,369 109,382

賞与引当金 102,500 142,800

その他 770,190 729,575

流動負債合計 3,805,268 3,943,328

固定負債

社債 280,000 387,000

長期借入金 3,297,519 3,124,125

退職給付引当金 1,830 546

資産除去債務 22,256 －

その他 151,596 134,960

固定負債合計 3,753,203 3,646,631

負債合計 7,558,471 7,589,960
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,010 1,148,010

資本剰余金 1,616,944 1,616,944

利益剰余金 825,971 978,249

自己株式 △448,350 △447,720

株主資本合計 3,142,575 3,295,483

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △53,783 △34,554

評価・換算差額等合計 △53,783 △34,554

純資産合計 3,088,791 3,260,928

負債純資産合計 10,647,263 10,850,888
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年９月30日)

売上高 5,195,618 5,153,998

売上原価 3,014,352 3,012,652

売上総利益 2,181,265 2,141,346

販売費及び一般管理費 ※１
 2,170,605

※１
 2,156,148

営業利益又は営業損失（△） 10,660 △14,802

営業外収益

受取利息 1,388 3,870

受取配当金 1,421 2,217

受取保険金 617 356

受取手数料 4,228 4,435

受取地代家賃 2,231 －

受取賃貸料 － 2,272

その他 2,124 1,241

営業外収益合計 12,011 14,393

営業外費用

支払利息 44,063 55,328

有価証券運用損 21,527 12,907

その他 3,926 2,713

営業外費用合計 69,517 70,949

経常損失（△） △46,845 △71,358

特別利益

賞与引当金戻入額 － 11,909

特別利益合計 － 11,909

特別損失

固定資産除却損 10,772 4,016

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,404

特別損失合計 10,772 15,420

税金等調整前四半期純損失（△） △57,617 △74,869

法人税、住民税及び事業税 24,092 21,085

法人税等調整額 △31,381 732

法人税等合計 △7,288 21,817

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △96,687

四半期純損失（△） △50,328 △96,687
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
  至 平成22年９月30日)

売上高 2,522,355 2,571,156

売上原価 1,493,158 1,516,541

売上総利益 1,029,196 1,054,614

販売費及び一般管理費 ※１
 1,074,541

※１
 1,057,800

営業損失（△） △45,344 △3,185

営業外収益

受取利息 678 1,946

受取配当金 1 －

受取保険金 593 316

受取手数料 2,039 2,232

受取地代家賃 1,172 －

受取賃貸料 － 976

その他 1,776 706

営業外収益合計 6,261 6,178

営業外費用

支払利息 23,103 27,875

有価証券運用損 21,527 12,907

その他 3,117 1,941

営業外費用合計 47,749 42,724

経常損失（△） △86,832 △39,731

特別損失

固定資産除却損 10,400 2,000

特別損失合計 10,400 2,000

税金等調整前四半期純損失（△） △97,232 △41,731

法人税、住民税及び事業税 13,056 11,352

法人税等調整額 △44,020 7,921

法人税等合計 △30,964 19,274

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △61,005

四半期純損失（△） △66,267 △61,005
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △57,617 △74,869

減価償却費 94,408 106,064

長期前払費用償却額 395 395

賞与引当金の増減額（△は減少） △500 △40,300

前払年金費用の増減額（△は増加） － 8,299

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,901 1,283

受取利息及び受取配当金 △2,810 △6,088

支払利息 44,063 55,328

社債発行費償却 2,409 －

有価証券運用損益（△は益） 21,527 12,907

固定資産除却損 9,672 4,016

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,404

売上債権の増減額（△は増加） 8,239 2,940

たな卸資産の増減額（△は増加） 209 △13,367

仕入債務の増減額（△は減少） △99,426 △59,222

前受金の増減額（△は減少） 1,774 △15,483

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,198 △15,844

その他の流動資産の増減額（△は増加） △48,305 △51,784

その他の流動負債の増減額（△は減少） 29,614 44,330

小計 4,357 △29,988

利息及び配当金の受取額 2,349 5,657

利息の支払額 △41,165 △56,016

法人税等の支払額 △35,199 △103,139

営業活動によるキャッシュ・フロー △69,658 △183,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,386 △101,816

定期預金の払戻による収入 25,000 100,013

有形固定資産の取得による支出 △169,847 △108,539

無形固定資産の取得による支出 △624 △4,725

投資有価証券の取得による支出 △6,000 △6,139

その他 4,202 7,392

投資活動によるキャッシュ・フロー △148,656 △113,813

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △132,000 170,000

長期借入れによる収入 1,150,000 735,000

長期借入金の返済による支出 △457,948 △726,746

社債の発行による収入 97,590 －

社債の償還による支出 △125,000 △92,000

リース債務の返済による支出 △17,756 △32,386

自己株式の増減額（△は増加） △515 △629

配当金の支払額 △88,822 △55,604

財務活動によるキャッシュ・フロー 425,548 △2,366

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 207,233 △299,667

現金及び現金同等物の期首残高 997,453 1,489,496

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,204,686

※
 1,189,829
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

会計処理基準に関
する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用

指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失は708千円増加し、税金等調整

前四半期純損失は12,112千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除

去債務の変動額は22,138千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

１.　前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「受取地代家賃」として表示されていたものは、前連結会

計年度との比較可能性の向上のため、当第２四半期連結累計期間においては、営業外収益の「受取賃貸料」とし

て表示しております。　

２.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間においては、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示し

ております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「のれん」（当第２四半期連結会計期間4,711千

円）、「その他」（当第２四半期連結会計期間54,218千円）は、資産の総額の10/100以下であるため、当第２四

半期連結会計期間においては、「無形固定資産」に総額で表示しております。

　
（四半期連結損益計算書関係）

１.　前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「受取地代家賃」として表示されていたものは、前連結会

計年度との比較可能性の向上のため、当第２四半期連結会計期間においては、営業外収益の「受取賃貸料」とし

て表示しております。　

２.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結会計期間においては、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示し

ております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,553,535千円

であります。

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,452,725千円

であります。
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
　至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

　 販売促進費 191,715千円 　 販売促進費 188,654千円

　 給料及び手当 1,041,917千円 　 給料及び手当 1,053,423千円

　 賞与引当金繰入額 114,500千円 　 賞与引当金繰入額 77,160千円

　 退職給付費用 30,131千円 　 退職給付費用 34,093千円

　 福利厚生費 177,047千円 　 福利厚生費 182,508千円

　 減価償却費 63,486千円 　 減価償却費 74,721千円

　 燃料水道光熱費 78,430千円 　 燃料水道光熱費 89,010千円

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
　至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
  至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

　 販売促進費 92,888千円 　 販売促進費 98,559千円

　 給料及び手当 521,692千円 　 給料及び手当 523,776千円

　 賞与引当金繰入額 57,300千円 　 賞与引当金繰入額 27,330千円

　 退職給付費用 15,077千円 　 退職給付費用 16,842千円

　 福利厚生費 85,896千円 　 福利厚生費 86,491千円

　 減価償却費 32,882千円 　 減価償却費 39,161千円

　 燃料水道光熱費 42,375千円 　 燃料水道光熱費 48,653千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
　至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
　至  平成22年９月30日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　 (平成21年９月30日現在) 　 　 　 (平成22年９月30日現在) 　 　

　 現金及び預金 1,571,379千円 　 　 現金及び預金 1,566,537千円 　

　
預入期間が３か月超の定期預

金
△366,692千円 　 　

預入期間が３か月超の定期預

金
△376,708千円

　

　 現金及び現金同等物 1,204,686千円 　 　 現金及び現金同等物 1,189,829千円 　
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(株主資本等関係)

　

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 11,856,669

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式(株) 739,723

　

３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 55,590 ５ 平成22年３月31日 平成22年６月30日

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 利益剰余金 38,910 3.5平成22年９月30日 平成22年11月30日

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

同一セグメントに属する「食品事業」を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事

項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)及び当第２四半期連結会計

期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 277.85円
　

　 　

　 293.30円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,088,791 3,260,928

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期連結会計期間末(連結会計年度
末)の純資産額(千円)

3,088,791 3,260,928

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連結会
計期間末(連結会計年度末)の普通株式の数(株) 11,116,946 11,118,004

　
２  １株当たり四半期純損失

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日　
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日　
  至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失 4.53円
　

１株当たり四半期純損失 8.70円
　

(注) １.  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

２.　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純損失(千円) 50,328 96,687

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 50,328 96,687

普通株式の期中平均株式数(株) 11,121,628 11,117,376
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失 5.96円
　

１株当たり四半期純損失 5.49円
　

(注) １.  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

２.　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純損失(千円) 66,267 61,005

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 66,267 61,005

普通株式の期中平均株式数(株) 11,121,452 11,117,109

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成22年10月29日開催の取締役会において、第35期の中間配当を次のとおり行うことを決議いたしまし

た。

　

中間配当金の総額 38,909,311円

１株当たりの中間配当金 ３円50銭

支払請求権の効力発効日及び支払開始日 平成22年11月30日

　

(注)　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主もしくは登録株式質権者に対して、支

払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　 　 　

平成21年10月28日

株式会社ショクブン

  取 締 役 会  御 中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渋    谷    英    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    倉    平    五    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショクブンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成21

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　 　

　
平成22年11月４日

株式会社ショクブン

  取 締 役 会　御 中

　

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渋    谷    英    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    倉    平    五    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショクブンの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成22

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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